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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症再拡大

の懸念に、ウクライナ侵攻等の地政学的リスクも加わる不透明な状況が続きました。物

流機械を取り扱う当社グループにとっても、需要の伸び悩む中でサプライチェーンの停

滞が長期化し、更に円安が急激に進むなど、厳しい事業環境となりました。 

こうした状況下、当社グループは、お客様と従業員の安全確保を最優先に、新型コロ

ナウイルス感染症対策を継続しながら、できる限りの生産と営業活動を行いました。ま

た、適正なマージン確保に向けた価格改定を打ち出すと共に、新しいニーズに対応する

新製品の開発などを進め、持続的な成長軌道の回復に向けた基盤づくりにも取り組みま

した。 

その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、2,300,447 千円（前年同四半期比

3.9％増）、営業利益は 63,121 千円（前年同四半期比 2.3％増）、経常利益は 55,060 千円

（前年同四半期比 35.3％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は 532 千円（前年同四

半期比 99.0％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて 0.4％減少し、10,964,932千円となりました。
これは主に、受取手形及び売掛金が 226,294千円減少したことによります。
固定資産は、前連結会計年度末に比べて 0.3％減少し、4,782,170 千円となりました。

これは主に、減価償却による建物及び構築物が 10,307千円減少したことによります。
この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて 0.4％減少し、15,747,102千円となり
ました。

（負債）

  流動負債は、前連結会計年度末に比べて 1.1％増加し、3,383,777 千円となりました。
これは主に、その他が 200,686千円増加したことによります。
固定負債は、前連結会計年度末に比べて 9.1％減少し、1,230,111 千円となりました。
これは主に、役員退職慰労引当金が 138,788千円減少したことによります。
この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて 1.8％減少し、4,613,889 千円とな
りました。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて 0.2％増加し、11,133,212千円となりました。
これは主に、為替勘定調整勘定が 148,451 千円増加したことによります。この結果、自
己資本比率は 70.7％となりました。 
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2022 年５月 12 日の決算短信で公表いたしました通期
の連結業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項
（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示等 

該当事項はありません。
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

当第 1四半期連結累計期間（自 2022 年４月１日 至 2022 年６月 30 日） 

該当事項はありません。 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

    当第 1四半期連結累計期間（自 2022 年４月１日 至 2022 年６月 30日） 

該当事項はありません。 
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